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性48名，年齢: 19歳"'-'72歳，平均年齢: 44.8 士 16.6歳)および通法により製作され，主観的ならびに客観的に異常の認
められない全部床義歯装着者30名(男性12名，女性18名，年齢: 45歳"'-'86歳，平均年齢: 67.3 ::t 9.3歳，義歯装着期間:

























下顎前歯の総面積，下顎前歯の歯軸傾斜角， Over Jet, Over Bite に関しては，全部床義歯装着者の方が有意に小さ
な値を示した。すなわち実際の臨床では，審美性を考慮して有歯顎者の形態を再現し，かつ義歯の機能性を損わな
いように考慮した排列が行われていることが確認された。
3 )前歯部歯列の位置を加齢的変化から推定する回帰式の導出について
目的変数として選択した18項目のうち，上顎中切歯切縁から上唇下縁までの距離，上下顎前歯部の歯軸傾斜角，
Over Bite，校合平面の傾斜角，切歯乳頭から上顎中切歯切縁までの事離の10項目については，無歯顎の状態から得
られる解剖学的指標および年齢から有意な推定値が得られる回帰式が導出された。したがって，本回帰式を利用す
ることによって，各個人の解剖学的指標の値から一定の値が決まり，その値にさらに年齢の要素を加味することに
よって各項目の値が求められることが示された。
【結論】
本研究の結果，前歯部歯列形態ならびに口唇における加齢的変化が明らかになり，またその結果から導出された回
帰式を用いることによって，無歯顎者の補綴治療に際してその解剖学的に入手可能な情報から同年齢の有歯顎者の前
歯部歯列の位置が推定でき，得られた数値を人工歯排列に利用し得る可能性が示された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，有床義歯補綴における前歯部人工歯排列の指標を得ることを目的として，有歯顎者および全部床義歯装
着者を対象として計測分析を行ったものである。
その結果，排列の指標のひとつとされる前歯部歯列形態および口唇は加齢に伴い一定の変化が生じていること，お
よびこの加齢的変化は実際に臨床で製作されている全部床義歯においてもほぼ再現されていることが確認された。こ
れらの結果をもとに，無歯顎者の補綴治療に際して前歯部人工歯の排列位置を推定し得る回帰式を導出することがで
きた。
この結果は，有床義歯を製作する際に新たな指標を与える可能性を示し，補綴臨床上有益な示唆を与えるものであ
る。よって本論文は，博士(歯学)の学位請求に十分値するものと認められる。
